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戸田建設グループは企業理念のもと社会の持続的発展に貢献
できるよう、協力会社の皆様をはじめとするお取引先と共に
活動を行ってまいります。
この度、サステナビリティ活動を推進し、サプライチェーン
全体で社会課題を解決・実践するための調達方針を改訂し、
新たに調達ガイドラインを制定しました。
協力会社の皆様におかれましても、調達方針及び調達ガイド
ラインを理解し取り組んでいただきますようお願いします。

企業活動を行う上で、サステナビリティ推進の取組みが重要視されています。

戸田建設株式会社は2022年2月に国連グローバル・コンパクト（以下、
UNGC）に署名し、その日本のローカルネットワークであるグローバル・コ
ンパクト・ネットワーク・ジャパンに加入企業として登録されました。

UNGCは各企業・団体が責任ある創造的なリーダーシップを発揮することに
よって、社会の良き一員として行動し、持続可能な成長を実現するための自発
的な取り組みです。UNGCに署名する企業・団体は人権、労働、環境、腐敗
防止の4分野に関わる10の原則を遵守し、事業活動を展開して行くことが求め
られます。

戸田建設グループは従前より、お客様、社員、協力会社、地域社会、株主・投
資家や地球環境に与える影響に十分に配慮して事業活動を行い、2021年12月
にはサステナビリティビジョン2050「より良い未来をつくる企業グループ」
を策定するなど、サステナビリティの考え方に沿った経営を行っています。
今回、UNGCに署名したことで、4分野10原則の理念を戸田建設グループのサ
ステナビリティ推進の指針として活用しながら、調達においても社会課題に取
り組む企業姿勢を明確に表明し、ESG各分野の取り組みを強化するなど、持続
可能な社会の実現を目指してまいります。
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II 戸田建設グループ 調達方針

事業活動を行うにあたって関連法令と社会規範を遵守する

公平、公正な姿勢で広く調達活動を展開し、取引先選定にあたっては品質、安全、コスト、納期
に加え、環境対応、労務政策、技術力、資金力、事業者としての社会的信用及び継続的な改善に
取り組む姿勢、経営状況等を総合的に勘案する

戸田建設グループ人権方針に基づき、サプライチェーン全体において人権を尊重する

取引先と共にサプライチェーンにおける情報、課題、問題の共有、解決を図り、パートナーシップ
による相互発展を目指す

品質の維持、向上に最善をつくし、安全で快適な社会基盤づくりの一翼を担うとともに、お客さま
の想いに応える物品・サービスの提供に向けて、顧客満足度No.1を目指す活動を推進する

物品・サービスのライフサイクル全体を考慮して、サプライチェーン全体でのエネルギーを含め
た環境負荷の軽減に取り組み、持続可能な社会の実現に貢献する

安全をすべての企業行動における「中心的価値」であると捉え、戸田建設グループとともに労働
災害ゼロを目指す

業務に関連して取り扱う、機密情報、個人情報、顧客情報のセキュリティの確保を徹底する

平時からＢＣＰ（事業継続計画）体制の維持に努め、災害発生時の復旧活動に貢献する

事業特性や経営環境に応じた社会的責任を果たすべく、地域社会との融和に努め、持続可能な発
展のための社会貢献活動を行う

2 ．公平・公正な取引

3 ．人権の尊重

4 ．パートナーシップによる相互発展

5 ．品質の確保

6 ．環境への取組み

7 ．安全衛生の確保

8 ．情報セキュリティの確保

9 ．災害時の対応

10．社会貢献活動

1 ．法令・社会規範の遵守
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II調達ガイドライン
1 ．法令・社会規範の遵守

2 ．公平・公正な取引

3 ．人権の尊重

事業活動を行うにあたって関連法令と社会規範を遵守する。
（1） 事業活動等を行う国、地域で適用される全ての関連法令や社会規範を遵守し高い倫理観に基

づく行動を実践する。
（2） 市民社会の秩序や安全に脅威を与える反社会勢力、団体との一切の関係を遮断し、不当な要

求を受けた場合には断固として拒否する。
（3） 自社及び取引先従業員からの内部通報窓口を整備する。通報者の権利を保護し、通報内容は

企業行動の改善に繋げる。
（4） 戸田建設グループの資産（設備、備品、ノウハウ等の有形、無形の資産）を適正に管理し、

他社の知的財産権は適切な手続きのもとで使用し、侵害しない。
（5） 政治家、公務員等（外国公務員等を含む）とは透明で健全な関係を維持し、汚職や贈収賄な

どの腐敗行為やそう見なされかねない行為は行わない。

公平、公正な姿勢で広く調達活動を展開し、取引先選定にあたっては品質、安全、コスト、納期
に加え、環境対応、人事労務政策、技術力、資金力、事業者としての社会的信用及び継続的な改
善に取り組む姿勢、経営状況等を総合的に勘案する。
（1） 取引先とは条件を明示した適切な見積りと自由で公正な競争により透明性のある取引を行う。
（2） 取引先に対して優越的立場を濫用し不当な利益や優遇措置を求める等の行為は行わない。
（3） 事業活動、労働、安全衛生、環境活動、財務状況などの企業情報の適切な開示に努める。

戸田建設グループ人権方針に基づき、サプライチェーン全体において人権を尊重する。
（1） 基本的人権や人格・個性、多様性を尊重し、人種、性別、国籍、年齢、性的指向・性自認、

宗教、信条、民族、障がい、身体的特徴、社会的身分、門地などを理由としたあらゆる差別、
ハラスメント、不当な扱いを行わない。

（2） 技能実習生を含む外国人労働者に対しては、関係法令に基づいて適切な労働時間の管理と賃
金の支払いを行うとともに、旅券等の没収や金銭の不合理な徴収、劣悪な生活環境の強制等
の違法又は不当な行為を行わない。

（3） 労働基準法等労働関係法令の規定を守り、従業員の労働時間を適切に管理して過度な時間外
労働を抑止するとともに、年次有給休暇の取得推進に努める。

（4） 従業員に対しては、法定最低賃金など賃金に関する法規制を遵守したうえで可能な限り生活
賃金以上の支払いに努めるとともに、経験や技能に見合った適切な賃金を支払う。また、賃
金の不当な減額や控除は行わない。

（5） 結社の自由、団体交渉権を尊重し、従業員の賃金と労働環境改善の要求には真摯に対応する。
（6） 国内外を問わず、あらゆる形態の児童労働、強制労働を禁止する。
（7） 事業を行う国や地域及び従業員の伝統や慣習を尊重し、妨げることのないよう十分に配慮する。
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4 ．パートナーシップによる相互発展

5 ．品質の確保

6 ．環境への取組み

7 ．安全衛生の確保

サプライチェーンにおける情報、課題、問題の共有、解決を図ることでパートナーシップによる
相互発展を目指す。
（1） 取引先との対話によるコミュニケーションの充実を図り、様々な課題や問題に対しては共有、

協力して解決を図る。
（2） 日常的に技術や工法等の改善を行い施工に活かすことで相互発展を目指す。
（3） サプライチェーンにおける製品や原材料の情報を共有し、その情報を開示できるよう努める。
（4） 企業活動を通じて蓄積された情報を共有及び有効活用し、市場環境の変化に的確に対応する。
（5） 建設業の地位向上と発展のため人材育成の推進を図る。

品質の維持、向上に最善をつくし、安全で快適な社会基盤づくりの一翼を担うとともに、お客さ
まの想いに応える物品・サービスの提供に向けて、顧客満足度No.1を目指す活動を推進する。
（1） 品質管理を確実に実施し要求品質を実現させる。
（2） 製品、サービスの安全性を担保するとともに、不具合が発生した場合は速やかな報告と適切

な処置を行う。
（3） 常に技術と品質の向上に向け、持続的な新技術の開発に努める。

物品・サービスのライフサイクル全体を考慮しサプライチェーンを含む環境負荷の軽減に取組み、
持続可能な社会の実現に貢献する。
（1） サプライチェーン全般でグリーン調達を推進する。
（2） 脱炭素社会の実現に向けて、調達する物品・サービスにおける温室効果ガスの排出量削減に

向け、省エネルギーの推進および再生可能エネルギーを積極的に採用する。
（3） 生物多様性の保全と持続可能な利用に配慮し自然環境や水資源など周辺環境の保全と再生に

努めるとともに、違法伐採材の利用回避などの取組みを推進する。
（4） 廃棄物の適正処理に関する法令を遵守するとともに、循環型社会の形成に向けて３Ｒ（リ

デュ－ス、リユース、リサイクル）を推進する。
（5） 汚染の予防のため、法令で禁止された化学物質を含む製品を使用しないことに加えて、使用

される化学物質の情報を管理しリスクの高い物質の使用を抑制する。

安全をすべての企業行動における「中心的価値」であると捉え、戸田建設グループとともに労働
災害ゼロを目指す。
（1） 災害防止活動を推進し労働災害の防止に努める。
（2） 労働基準法等労働関係法令の規定を遵守し、心身の健康に配慮した職場環境を維持向上させる。
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8 ．情報セキュリティの確保

9 ．災害時の対応

10．社会貢献活動

11．調達ガイドラインの推進について

業務に関連して取り扱う、機密情報、個人情報、顧客情報のセキュリティの確保を徹底する。
（1） 情報セキュリティ関連の法令を遵守するとともに、個人情報、機密情報、顧客情報について

管理体制を構築し情報漏洩を防止する。
（2） 自社のコンピューターネットワークに対するウイルス等の防御策を講じ情報漏洩を防止する。

平時からＢＣＰ（事業継続計画）体制の維持に努め、災害発生時の復旧活動に貢献する。
（1） 平時から災害や感染症に備えたＢＣＰ（事業継続計画）体制を構築し訓練等により有効性の

確認と改善を行い、有事の際のサプライチェーンの維持に備える。
（2） 災害発生時には従業員とその家族の安全を最優先としたうえで会社施設等の被害の最小化に

努める。また社会インフラや施工物件の応急処置等の救援、復旧活動に積極的に参加する。

地域社会との融和に努め持続可能な発展のための社会貢献活動を行う。
（1） 地域社会との交流や環境保全活動など、事業を行う地域の住民やコミュニティーに配慮した

活動を通じて融和を図り、完成後の利用者も含めた地域社会の発展に協力する。
（2） 近隣住民の安全安心に資する活動を実施し、施工プロセスによる地域社会や住民への健康と

安全に関わる被害を無くす取組みを行う。

ガイドラインを当社グループ従業員に周知、徹底するとともに取引先に対して遵守するよう働き
かける。
（1） 戸田建設グループにおいて調達ガイドラインに記載されている取組事項を遵守するために社

内体制を整備し、従業員への周知と実施の徹底に努める。
（2） 取引先全体に調達ガイドラインの周知と浸透を図り、ガイドラインの遵守を働きかける。
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II戸田建設グループ ヘルプライン 連絡先一覧表
部署名・
支店名等 担当者 電子メールアドレス 書類郵送先（※親展扱い）

本　　　社
コンプライアンス部

コンプライアンス
部長 helpline@toda.co.jp

〒104-0032　東京都中央区八丁堀2-8-5
戸田建設（株） 本社 コンプライアンス部長

本　　　社
監　査　室 監査室長 helpline_05_m@toda.co.jp

同上
戸田建設（株） 本社 監査室長

東　　　京 管理部長 helpline_15_m@toda.co.jp
〒108-0023　東京都港区芝浦3-9-1
戸田建設（株） 東京支店 管理部長

首都圏土木 管理部長 helpline_18_m@toda.co.jp
〒103-0027　東京都中央区日本橋1-2-5
戸田建設（株） 首都圏土木支店 管理部長

千　　　葉 管理部長 helpline_20_m@toda.co.jp
〒260-0014　千葉県千葉市中央区本千葉町15-1
戸田建設（株） 千葉支店 管理部長

関　　　東 管理部長 helpline_25_m@toda.co.jp
〒330-0063　埼玉県さいたま市浦和区高砂2-6-5
戸田建設（株） 関東支店 管理部長

横　　　浜 管理部長 helpline_35_m@toda.co.jp
〒220-0012　神奈川県横浜市西区みなとみらい4-4-2
戸田建設（株） 横浜支店 管理部長

大　　　阪 管理部長 helpline_45_m@toda.co.jp
〒550-0005　大阪府大阪市西区西本町1-13-47
戸田建設（株） 大阪支店 管理部長

名　古　屋 管理部長 helpline_55_m@toda.co.jp
〒461-0001　愛知県名古屋市東区泉1-22-22
戸田建設（株） 名古屋支店 管理部長

札　　　幌 管理部長 helpline_65_m@toda.co.jp
〒060-8535　北海道札幌市中央区北3条東2-2
戸田建設（株） 札幌支店 管理部長

東　　　北 管理部長 helpline_75_m@toda.co.jp
〒980-0811　宮城県仙台市青葉区一番町2-3-22
戸田建設（株） 東北支店 管理部長

広　　　島 管理部長 helpline_85_m@toda.co.jp
〒730-0026　広島県広島市中区宝町1-20
戸田建設（株） 広島支店 管理部長

四　　　国 管理部長 helpline_90_m@toda.co.jp
〒760-0062　香川県高松市塩上町2-8-19
戸田建設（株） 四国支店 管理部長

九　　　州 管理部長 helpline_95_m@toda.co.jp
〒810-8502　福岡県福岡市中央区天神2-13-7
戸田建設（株） 九州支店 管理部長

II企業倫理ヘルプライン
以下に該当する事象があった場合は速やかにお知らせ願います。

1.契約が、客観的に妥当な基準によりなされていない。
2.取引が、対等かつ適切になされていない。（不当な要求、架空発注等）
3.金銭・物品等の個人的利益を要求している。
4.その他、法令、社会倫理等に反すると思われる行為が行われている。または要求された。

尚、お知らせ頂いたことにより不利益な扱いを受けることのないよう保護します。
また、プライバシーを厳守し、匿名の場合の身元調査等は一切行いません。



2023.04.初版お問い合わせ先
〒1040032 東京都中央区八丁堀二丁目8番5号
お客様センター　　  0120805106


